
スマートシティと
シビックテック

Code for Japan 関治之
Twitter: @hal_sk



「ともに考え、ともにつくる」
人々のネットワーク
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市民と行政、企業をつなぐ１０のプロジェクト

行政市民

企業
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各地で自らの地域を良くするための活動を実施



行政のデジタル化に注目が高まる

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2020/summary_ja.pdfを元に関が抜粋

１.「新たな日常」構築の原動力となる
デジタル化への集中投資・実装とその環境整備
（デジタル・ニューディール）

ポストコロナ時代の新しい未来（経済財政運営と改革の基本方針2020より）

次世代型行政サービスの強力な推進
デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
新しい働き方・暮らし方
変化を加速するための制度・慣行の見直し

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2020/summary_ja.pdf


https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2020/summary_ja.pdfを元に関が抜粋

２.「新たな日常」が実現される地方創生 ３.「人」・イノベーションへの投資の強化

４.「新たな日常」を支える包摂的な社会の実現

５.新たな世界秩序の下での活力ある日本経済の実現

東京集中→多核連携型
地域の躍動につながる産業

教育への投資
科学技術・イノベーションの加速

社会保障の再構築、データヘルス改革
社会的ファイナンスの活用

自由で公正なルールに基づく国際経済体制
サプライチェーンの多元化
ＳＤＧｓを中心とした地球規模課題への貢献

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2020/summary_ja.pdf


スマートシティ関連の(IT)インフラ投資は、
あらたなレガシーに

● 新たな実証実験バブルにしてしまって良いのか？
● 最初は国から予算が出るかもしれないけど、大事な運
用部分の費用はどうする？

● 「最先端の技術」は何のために使うのか？
● それ、新たなベンダーロックインになってませんか？
● サステナビリティを重視する必要性がある



どんな地域に住みたいのか？
から考えよう

Photo by Gaelle Marcel on Unsplash

https://unsplash.com/@gaellemarcel?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/@hal_sk/likes?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


https://note.com/hal_sk/n/nb18550eae279

https://note.com/hal_sk/n/nb18550eae279


DIY都市の要件
● みんなが意思決定に参加できる
多様な意見を集め、データを元に透明性を持って議論する

● 幸福な街をつくる
みんなが目指せる指標で、手段と目的を一致させる

● オープンにつくる
失敗をも学習機会に変える。世界に貢献する。仲間を作る。

● 皆でつくる
地域や組織の垣根を超えて、協働する。仲間を作る

都市に必要なのは、プラットフォームではない



COVID-19下の
共創事例



コロナ禍で生まれた様々なアクティビティ
ダッシュボード

検索サイト

アイデア募集

NPO支援 プロトタイピング













困窮支援NPOの相談支援チャットボット





GitHub というサイトでオープンソース化



世界中から貢献があった

3週間の間に
224 名が改善に協力
750 件の提案
671 件が取り入れられる



全ての都道府県に波及



オープンソースへの投資は、社会的な知的資本
の蓄積に繋がる

http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html

http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html


全国の「地域情報化アドバイザー」（総務省）と「オ
ープンデータ伝道師」（内閣官房IT総合戦略室）、
VLEDが協力し、標準データの定義書を作成。
各地での交渉に役立った

https://www.code4japan.org/activity/stopcovid19

https://www.code4japan.org/activity/stopcovid19


東京都サイトでは、様々な情報が瞬時にまとめられた



10代、20代が大活躍中！

http://ccc2020.code4japan.org/

http://ccc2020.code4japan.org/


https://note.com/hal_sk/n/n86dd3c808b0d

高校生、大学生がプロジェクトをリードし始めている

https://note.com/hal_sk/n/n86dd3c808b0d
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飲食店情報の標準化プロジェクト



成果を出すには

普段からの関係性作り
も重要



信頼構築フレームワーク 4P

テクノロジーではなく、
人々から始める

● ともに考える
● お互いの言語を学ぶ
● 個人的な信頼関係を作る

課題を理解するために
プロトタイピングする

● ともにつくる
● ともに学ぶ
● 課題を理解する

People Prototyping
共通のゴールを決め、
リソースを割り当てる

Project

● ともに働く
● 共通価値を作る
● チェンジマネジメントも行う

Promote
アイデアやデータを広め、ネ
ットワークを拡大する



データアカデミー

自治体

課題検討

仮説立案

分析評価

政策立案

評価

行政の中での
データリテラシーを向上させる

データ利活用研修



課題解決7ステップ

①
課題・仮説

②
データ確認

③
分析手法
決定

④
分析実施

⑤
評価

⑥
政策立案

⑦
効果分析

課題と分析対象の決定 分析結果の判断

どんな課題を、どんなデータを使って表現
するのか？
データはどのように集める/作るのか？
どのような分析手段があるのか？
などを検討

分析の難易度やツールの必要性
に応じて、自分で実施、他部署
に依頼、外注などを選択

分析結果を判断し、政策を立案
最初に決めた仮説は正しかったか？
効果を測定し、新たな課題設定に繋げる



総務省事業として2017年、2018年
と実施。

データアカデミー
（自治体向けデータ活用研修）



支援制度
の標準化

支援制度情報の標準化は、東日本大震災時から進められてきた

コロナ関連の
支援制度を
オープンデー
タ化

一般社団法人ユニバーサル
メニュー普及協会と共に
COVID19関連標準フォーマ
ットとして公開

東京都がフォーマット採用

アスコエがデータを加工し
ヤフーにデータ提供

復旧・復興支援制度情報サービス開始
2012年、経産省



企業の皆様ができること

● 共通善の元に、良いビジネスを組み立てる
● 「囲い込み」ではなく、「共創」を重視する

具体的には？
● 「何のために？」というストーリーを大切にする
● 社員に、コミュニティ参加を奨励する
● 課題の現場で学ぶ機会を作る



共創のPoint1
肩書きではなく
「個人」として接する



自治体側にとっては、外部人材登用が効果的

https://www.kobe-np.co.jp/rentoku/chouryu-hyogo/201710/0010692684.shtml

神戸市 ITイノベーション専門官／吉永隆之（写真中央）
神戸市 ITイノベーション専門官／中沢久（写真右）

https://www.kobe-np.co.jp/rentoku/chouryu-hyogo/201710/0010692684.shtml
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地域フィールドラボ



地域フィールドラボ

民間人材が行政機関に入り、
変化を起こすプログラム

週3〜5日
2〜3年程度
職員として勤務

個人

自治体

42



● 個人としての挑戦
● 公共領域での新たなキャリア
● ここでしかできない経験

個人自治体

43

● 民間の知見の導入
● 民間企業に対する理解
● 外部人材という特殊性



事例紹介

参加企業
LINE株式会社

フェロー
福島直央さん（コンサルタント）
フィールドワーク
兵庫県神戸市危機管理室
「災害時に乱立する情報を活用するしくみの構築」

活動期間
2018年11月～2019年1月

44



自治体と企業の狙い

神戸市
● 防災分野での新しい取り組み
● 民間企業との実証実験
（最初から実証実験が前提ではない）

LINE
● 自治体との連携加速
● 防災分野での新しい取り組み

45



活動内容

現場の課題とSNSの活用方法をすり合わせ、

実証実験を実施

STEP１：危機管理室とフェローが活用方法を検討
STEP２：LINEが新たに機能をチャットボットに実装
⇒12月に職員約150人が参加した実証実験を実施

46

https://linecorp.com/ja/csr/newslist/ja/2019/203



活動内容

他の企業や自治体との連携を拡大し、

取り組みを加速

STEP１：ヤフーやウェザーニュースとAI防災協議会を設立
STEP２：2019年度も神戸市の非常勤職として活動

47

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001659.000001594.html



共創のPoint2
共に手を動かすことで信頼
関係をつくる

信頼がなければ新しいことはできない



課題を学ぶ 非IT系人材IT系人材 ツールを学ぶ
共創の
デザイン

ITはツールにしかすぎない。
活用のためには、IT/非ITの壁をなくす必要がある



現実は簡単ではない

Rapid Prototyping at Google X（Tom Chii）

https://www.slideshare.net/mindtheproduct/tom-chi-rapid-prototyping-at-google-x-mindtheproduct-2012

新しいことをやるには
失敗はつきもの

手を動かさないと正解は
わからない

「学び」の数と質を上げる
必要がある



プロトタイピングを通じて、WHYを理解する







Howではなく、ゴール設定を共有する

なぜやるのか？
どうなったら成功なのか？
どこを目指したいのか？

行政の縦割りの論理ではなく、
本当に必要なアウトカムをベースに会話する

右のテキストは、東京都コロナウィルス特設サ
イトの行動原則



対話と共創の機会が無い場所
には、データ活用による価値
は生まれにくい



成果を生み出すチームとは？

re:Work(Google)

なんでも言えて
信頼できる仲間がいて

Why/How/What が明確で
意味がある仕事をしていると感

じており、
良い変化を生むと思っている

https://rework.withgoogle.com/jp/guides/understanding-team-effectiveness/steps/introduction/

https://rework.withgoogle.com/jp/guides/understanding-team-effectiveness/steps/introduction/
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https://hackday.code4japan.org/

ソーシャルハックデー。札幌市、神戸市、裾野市なども参加

https://hackday.code4japan.org/






Code for Japan には企業の人でも参加できます



我々の子供の世代
に、より良い未来
を残すために

Twitter: @hal_sk

CfJ Slack: https://cfjslackin.herokuapp.com/

CfJ email: info@code4japan.org

https://cfjslackin.herokuapp.com/
mailto:info@code4japan.org

